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研究⽅法

結果と考察

●背景
農⼭村地域では，⼈⼝減少・⾼齢化が進む中で，地域や農林
業の担い⼿となる⼈材が不⾜している。政府も⼈に対して直接
的に⽀援する施策を展開するとともに，都市から農⼭村地域へ
の移住・定住の促進を重点戦略として位置づけている。
地域の⼈材としては，地域コミュニティの担い⼿となる地域
づくり⼈材と，地域ビジネス（農林業を含む）の担い⼿となる
地域ビジネス⼈材という⼆つのタイプが想定されるが，そうし
た⼈材をどのように育成・⽀援するかが課題。
●⽬的
農⼭村地域の⼈材育成を進める地域社会システムを解明する。

●研究⽅法
《アクションリサーチ》研究者と地域アクターが協
働して，各地域課題に対応した⼈材育成の取組を進
め，実践・内省から，その⼿法のモデル化，体系化
を図る。
課題と解決⼿法の組み合わせでケーススタディを
蓄積。実⽤のための「メソッド」として概念化し
て提⽰する。
●アプローチ
《エコシステム》⼈材育成を，その当事者も含めた
多様なアクターの循環的な相互作⽤からなる現象＝
エコシステムとして捉える

●結果と考察
・⼈材育成の⼿法とそれを起点
とした内発的な地域再⽣のシス
テムを解明し，エコシステムと
して概念化（図3）
・新しい組織やプログラムなど
「場」を加える，繋げる，外部
化する等，既存組織の構造を変
えることで⼈材は育成される

図1 想定する⼈材

図2 事例とした課題と⼿法

図3 ⼈材育成エコシステムの概念図

●政策的インプリケーション
・政府が進める「しごと，くらし，
活⼒」による農村振興策を具現化
に貢献
・現場の⼈材育成課題に対応した
メソッドを提⽰･普及（書籍化）

※本研究はJSPS科研費8H02291「農村における⼈材育成エコシステムの構築に向
けた実践的研究」（2018-2021）の助成を受けたものです。
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